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■会報委員長：石川 嘉彦 ■当番：後藤 賢治 
■事務所：〒358-0023 

入間市扇台 3-3-7 ハイツ斎竹 101 号 
Tel.04-2964-1700 Fax.04-2965-5788  
Email：iruma－rc＠jupiter.plala.or.jp 

2014-15 年度 RＩテーマ 

第9号 ２８29回例会 ２０１４年  9 月  4 日（木） 

 

 

 

 

 

  

＜今月のお祝い＞ 

会員誕生日 

間野  尚君   関根靖郎君 

友野政彦君   平岡達也君 

中澤孝芳君 

夫人誕生日 
岩崎芳江様   吉沢真紀子様 

後藤二三江様 

＜１０月のプログラム＞ 

 当番 内 容 

2 日 齋藤福 
卓話 米山奨学生

アリカム･アキラム様 

9 日  親睦旅行(飛騨高山)10/9～10 

16 日  入間南ＲＣとの合同夜間例会 

23 日  10/25,26 万燈まつりに振替 

30 日  万燈まつり慰労会 夜間例会 

 

＜ビジター・ゲスト＞ 

飯能ロータリークラブ 土屋 良一様 

米山記念奨学生 アリカム･アキラム様 
 

●❁●会長の時間 加藤国夫会長 

先週の納涼家族例会には多くの方々にご参

加をいただき誠にありがとうございました。お

陰様で8月最後の例会をご家族の皆様と共に楽

しくお開きとなりました。これもひとえに親睦

委員長さんはじめ委員会の方々の努力の結晶

と感謝申し上げますと共にお骨折り頂いたこ

と御礼を申し上げます。企画の素晴らしさもさ

ることながら、演出に至るまで感動いたしまし

た。特に｢アッシー｣こと芦沢まゆみさんの素敵

な歌声、声量感みなぎる歌唱力には声援を送り

たい、そんな気持ちにさせて頂きました。 

今月は｢新世代のための月間｣です。1996－97

年度から、従来の「青少年活動月間」の名称が

変わり、「新世代のための月間」となりました。

年齢 30 歳までの若い人、すべてを含む新世代 

 

の育成を支援するロータリー活動に、焦点を当

てる月間です。クラブと地区は、新世代の基本

的ニーズ、すなわち健康、人間の価値、教育、

自己開発を支援するプロジェクトに着手する

ように要請されています。米山記念奨学会はそ

の先駆けともいうべきかと思います。将来母国

と日本との懸け橋となり国際社会で活躍する

優秀な人材を育てる、日本独自のプログラムで

す。ロータリーを通して日本の伝統、文化、習

慣などに触れ社会貢献の意識を高め、世界平和

の維持に貢献することを期待しています。 

先週の 30 日に職業奉仕、社会奉仕、国際奉

仕の合同セミナーが紫雲閣でありましたので

行って参りました。その中でネパールの寺子屋

運動などの話が出ました。最近支援の在り方に

ついていくつか模索しているようです、資料を

お配りいたします。ご一読下さい。 

●幹事報告 滝沢文夫幹事 

第 3回定例理事会報告＜協議事項＞ 

1.１1月のプログラムについて 

2.納涼家族例会会計報告 

3.クラブバナーについて 

4.新狭山ＲＣ青少年交換留学生のホストファ

ミリーの件 

＜報告＞ 

1.9/6(土)R 財団地区補助金資金管理セミナー 

2.9/6(土)第１回 R財団部門セミナー 

3.9/7(日)ディスカッションリーダー打合せ会 

4.9/6(土)～9/7(日)米山研修旅行 

5.9/13(土)青少年奉仕部門セミナー 

6.9/26(金)第３G第３回会長幹事会 

7.9/28(日)RLI セミナーパート 1出席者募集中 

①10/6(月)入間市社会福祉協議会評議員会 

②10/8(水)入間市戦没者追悼式 

③ロータリー国際大会(サンパウロ)に参加希望

の方はお早めに申し込み下さい。現地のホテ

ルの予約が難しくなってきているそうです。 

■ 2014-2015 ＲＩ会長：ゲイリーC.K.ホァン  
■ ＲＩ第 2570 地区ガバナー：坂本 元彦 
■ 会長：加藤 国夫 幹事：滝沢 文夫 
■ 例会日：木曜日 12：30～13：30 
■ 例会場：丸広百貨店入間店６Ｆバンケットホール 

Tel.04-2963-1111 

Club Bulletin 

入間ロータリークラブ 
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④次週の例会のロータリーソングでは「入間路

に朝が来る」の２番を歌います。同時に｢ロ

ータリーの目的｣を読み上げます。 

●委員長報告 

ロータリー情報委員会 宮寺成人委員長 

9/13 にフレッシュロータリアン研修がござ

います。7 人の出席の方には本日プログラムを

お配りしています。9,10,11 月の三日間でロー

タリーリーダシップ研修セミナーがあります。

出席されますとロータリーの全貌がわかるプ

ログラムになっており、是非ご参加ください。 

会報･雑誌委員会 関谷永久委員 

最初のページに新世代部門月間、横 14 頁｢園

児に四つのテスト紹介｣、18 頁「若い世代の心

をつかむ 8 つのアイデア」26 頁｢人頭分担金請

求方法が変わります｣34 頁「ロータリー米山記

念奨学事業の基礎知識」等ご覧になって下さい。 

親睦活動委員会 大野賢次委員長 

先週は家族例会有難うございました。10/9，

10 親睦旅行にご家族でのご参加お願いします。 

プログラム委員会 宮崎正文委員長 

10 月のプログラムは表記どおりです。 

社会奉仕委員会 繁田光委員長 

8/30 に地区の三部門(職業奉仕・社会奉仕・

国際奉仕・)合同セミナーに参加して来ました。

とっても勉強になった研修で盛況な会でした。 

国際奉仕委員会 新井格委員長 

三部門合同セミナーの国際奉仕部門の報告

です。皆さんから頂いたお金をクラブが姉妹ク

ラブを作って現地のクラブと連携して、100%自

ら届く奉仕活動を行う方向で進めています。今

年も昨年同様、国際奉仕を宜しくお願いします。 

青少年奉仕委員会 吉沢誠十委員長 

昨年度の米山奨学生ジトーさんが、お母様の

具合が悪くなって急遽、明後日帰国することに

なりました。ご挨拶に行けなくて大変申し訳あ

りませんとの事です。 
 

＜出席報告＞ 田中快枝委員長 

会員数 出席数 出席率 前回修正率 

39 名 30 名 76.5％ 71.1% 

事前欠席連絡 5 名 
 

＜ニコニコＢＯＸ＞ 忽滑谷明ＳＡＡ 

土屋良一様～お世話になります。諸井克彦様～

記念品有難うございました 9 年間お世話にな

りました。森田英郎君～8 月に二人目の男の子

の曾孫が生まれました。加藤国夫君～看板代を

頂きましたので一部を入れます。山岸義弘君、

豊田義継君～土屋先生ようこそ入間クラブへ。

齋藤金作君、平岡達也君、摂田順一君、山根宏

夫君、西山祐三君、粕谷康彦君、後藤賢治君、

関谷永久君、吉沢誠十君、忽滑谷明君、宮崎正

文君、晝間和弘君、木下登君、馬路宏樹君、田

中快枝君～写真ありがとうございます。 

本日\81,500 累計\236,500 

■■■ ■■■ 
《ロータリー米山奨学生として》 

米山記念奨学生 アリカム･アキラム様 

私は中国の新疆ウイグル

自治区から来た留学生で、中

国の少数民族の一つである

ウイグル族です。小さい頃か

ら日本人に対して熱心で頭

がよく、礼儀を重視するとい

う印象を持っていました。そ

の後、日本の文学作品や文

化・歴史に興味を持つようになり大学卒業後、

研究を続けるために迷わず日本への留学を選

び、現在駿河台大学大学院に在籍しています。 

現在、ウイグル族が集中して住んでいる中国

新疆ウイグル自治区は中国の西北辺境、ユーラ

シア大陸の中心に位置しています。自治区の総

面積は166.49万 km2で中国国土面積の6分の1

に相当。周辺は 8か国と国境を接し中国で最も

長い国境線を有している。地形の輪郭は「三つ

の山脈が二つの盆地を挟む」という特色を有し

ています。三つの山脈とは北部のアルタイ山脈、

中部の天山山脈と南部

のクンルン山脈・カラ

コルム山脈。二つの盆

地とは北部のジュンガ

ル盆地と南部のタリム

盆地です。天山山脈を

中軸として自然条件が

明らかに異なった北疆・南疆地域に分かれてい

ます。又、トゥルファン、ハミー帯を東疆と呼

ぶ事もあります。 

平成 26 年度のロータリー米山奨学生に採用

されてから半年になりますが、木下登カウンセ

ラーを始め、クラブの方々には本当にお世話に

なっております。例会に参加させていただくこ

とによって皆様の奉仕の精神をすごく感じて

います。これからも頑張って参りますので宜し

くお願い致します。 

 

◆回覧、配布物 

① ガバナー月信 9月号 
② ロータリーの友9月号＆ご案内＆英語版注文書 

③ 今年度国際支援委員会の方針(国際奉仕部門) 

④ 10/9～10 飛騨高山祭親睦旅行ご案内と出欠表 

⑤ 7/31 新旧役員慰労例会会計報告 

⑥ エルトゥールル便り 2014 夏・その他 
⑦ 埼玉県産業労働部ウーマノミクス課お知らせ 

⑧ 10/28 入間市女子ゴルフ大会開催のお知らせ 

⑨ ロータリー文庫資料目録 

⑩ 福岡北ＲＣ創立 20周年記念冊子 

⑪ 他クラブ週報 

⑫ 加藤会長より｢論語｣解説 

⑬ 週報 6号 7,8 合併号 

会報･雑誌委員会(石川･森田･荒井･関谷) 

 

 

会報･雑誌委員会(石川･森田･荒井･関谷) 


